
 

 

 

 

 

  

 

2025春季生活闘争 第２回回答集計結果について 
 

 連合本部は、2025 春季生活闘争につき、3 月 19 日（水）17 時時点で取りまとめた回答集計

について、次の通り発表した。 

  

連合北海道は、3月 21日（金）12 時の時点で取りまとめた回答の集計を行った 

○集計可能な回答を引き出した組合は 47 組合（昨年同時期比、４組合増）、人数は 21,757

人であった。 

〇賃上げの加重平均は、14,843円・5.36％（同 2,215円増・0.72ポイント増）となった。 

○うち、300人未満の中小組合の30組合で11,601円・4.91％（同3，511円・1.38ポイント増）、

300人以上の 17組合では 15,222円・5.41％(同 2,235円・0.69ポイント増)となり、額・率とも

に昨年より上回った。 

○ベースアップ分が明確にわかる組合は 42 組合あり、全体では 10,008 円（同 1,489 円増）、

300人未満の組合では 9,107円（同 665円増）、300人以上では 10,113円（同 1,587円増）

となっている。 
 
組合規模別賃上げ状況 2025年 3月 21日 連合北海道集計】 

組合規模 
集計 

組合数 

対象組合 

人数 
加重平均妥結額 
(定昇・ベア込み) 

昨年実績額 

（定昇・ベア込） 
昨年比 

300人未満 

300人以上 

30組合 

17組合 

2,507人 

19,250人 

11,601円(4.91％) 

15,222円(5.41％)  

8,090円(3.53％) 

12,987円(4.72％) 

3,511円(1.38％) 

2,235円(0.69％) 

計 47組合 21,757人 14,843円(5.36％) 12,628円(4.64％) 2,215円(0.72％) 
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◯平均賃金方式で回答を引き出した1,388組合の加重平均（規模計）は17,486円・5.40％と、

昨年同時期を上回った（昨年同時期比1,107円増・0.15ポイント増）。 

300人未満の中小組合（724組合）は、13,288円・4.92％で、昨年を上回るとともに（昨年同

時期比1,372円増・0.42ポイント増）、昨年比の上げ幅では規模計をも上回った。 

賃上げ分が明確にわかる 1,116組合の賃上げ分は 12,312円・3.79％（同 1,050円増・

0.15ポイント増）で、賃上げ分が明確にわかる組合の集計を開始した 2015闘争以降で最も

高くなった（過去データは最終回答集計時点） 

◯要求提出済みは4,926組合、うち月例賃金改善（定昇維持含む）を要求したのは3,973組合

（同137組合増）である。1,126組合が妥結済みで、そのうち賃金改善分を獲得した組合は

742組合に達している。 

 

◎２０２５春季生活闘争のエントリー未報告の産別・地区ユニオンは、ご報告をお願いします。 

◎回答・妥結情報を連合北海道２０２５春季生活闘争本部までお知らせください。 

担当：山田・勝又・有山（T:011-210-0050） 


